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障がい者専門の、就職・転職支援を行う株式会社ゼネラルパートナーズ(本社：東京都中央区、代表取締役社長:進藤均)は、２

０１６年８月２９日、発達障がい者専門の教育・研修施設として、就労移行支援事業所(※)「LinkBe 大阪」を開所しました。２０１５

年 4 月 1 日に開所した「LinkBe 大手町」に続いて 2 か所目となります。就職に悩む発達障がい者へ仕事で必要な専門の研修

カリキュラムを提供し、就職活動から職場定着も含め一貫してサポートします。 

※就労移行支援事業とは、通所しながら仕事で必要な知識や能力を身に付け、就職を目指す福祉サービスです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～７年で約８倍に！急増する発達障がい者の就職をサポート～ 

発達障がい者専門の教育・研修施設「LinkBe 大阪」を開所 

 

報道関係者各位 

開所の背景 

■発達障がい者の数が急増 

発達障がいの可能性がある小・中学生の割合は６．５％ 

平成 24年通常学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査 文部科学省 

⇒クラスに１～２人は発達障がいの可能性がある 

平成２６年度の発達障がいのある大学生・短期大学生・高専学生 

の人数は６，２９１人(図１) 

⇒この７年間で約８倍まで増加している 

■発達障がい者の就職率は非常に低い 

発達障がいのある大学･短大･高専学生の就職率２６．６％(裏面図 2) 

⇒４人に１人しか就職できていない状況 

 

＜[図 1]発達障がいのある大学･短大･高専の学生数＞ 

出典:「平成 26 年 障害のある学生の修学支援に関する実態調査」独立行政法人日本学生支援機構 
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このような現状を受け、さらに多くの方を支援するために 

関西圏にも事業所を開所することとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラムの流れ 

障がいに合わせた専門的なカリキュラムが受けられるスキルアップ研修から、就職活動、就職後の職場定着まで、 

一貫したサポート行なっています（最大２年間）。 

 

 

 

 

 

事業所所在地 ※随時、見学を受付中 

〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田 1-11-4 大阪駅前第 4 ビル 23F   

TEL：06-7638-0040（代表） FAX：06-6341-9017  

 

≪株式会社ゼネラルパートナーズについて≫ 

障がい者の良き認知を広め、差別偏見のない社会を実現することを目指し、民間企業初の障がい者専門の人材紹介会社としてスタート。 

その後、業界初の転職サイト atGP の開設をはじめ、障がい別の専門的なプログラムが受けられる教育・研修事業、就労困難な障がい者に

よる農業生産事業など、数々の事業・サービスを創出してきました。これまで生み出した障がい者の雇用数はのべ 5,000 人以上です。 

会社名 ：株式会社ゼネラルパートナーズ  本社所在地：東京都中央区京橋 2-4-12 京橋第一生命ビル 3F 

代表者 ：代表取締役 進藤 均   設立日 ：2003 年 4 月 

URL ：http://www.generalpartners.co.jp/  業務内容 ：障がい者専門の人材紹介事業、求人情報事業、 

教育・研修事業、農業生産事業、調査・研究機関など 

 

LinkBe の特徴 

本プレスリリースに関するお問い合わせ先 

株式会社ゼネラルパートナーズ  広報担当：佐藤    〒104-0031 東京都中央区京橋 2-4-12 京橋第一生命ビル 3F 

TEL:03-3270-5500  FAX:03-3270-6600    Mail:media-pr@generalpartners.co.jp  

＜[図 2]発達障がいの診断のある大学･短大・高専学生の就職率＞ 
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出典:「平成 23 年度 障害のある学生の就業力の支援に関する調査」独立行政法人日本学生支援機構 

模擬職場形式の職業体験を通じて自分を知る 

・実際の職場を模した様々な職業体験を通じ、

自分の強みや弱み（≒障がい特性）を理解し、適

性の高い仕事を知ることができます 

・障がいに起因して発生する「就労上の課題」を

把握し、対処法を見つけることができます 

実践形式でコミュニケーションスキルを高める 

・仕事の成果を発揮するために不可欠な、上司や

チームメンバーに対するコミュニケーションについ

て、実践の場で繰り返し練習しながら習得できます 

 

スキルアップ研修 就職サポート 職場定着サポート 

企業実習 

http://www.linkbe.jp/ 

 

■障がいへの理解を得ることが課題 

見た目で判断できず、さらに個々人により様々な特徴がある 

⇒就労上の課題へ対処するためには、周囲の理解が必要 

一方で、障がい者本人が自分の障がいを理解できていないこと

が多い 

http://www.generalpartners.co.jp/

